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平成２０年度決算および平成２１年度業績予想について 

 

当社は本日、平成２０年度（平成２１年３月期）の決算短信を、東京証券取引所の    

ＴＤｎｅｔ（適時開示情報伝達システム）に登録し開示いたしました。 

 

１．平成２０年度決算について（別紙１参照） 

○連結経営成績について 

 収益面では、当社において、対前年度比で販売電力量は減少したものの、燃料費調整額に

より電灯・電力料が増加したことなどから、売上高（営業収益）は１兆８,４３２億円（対

前年度比４０６億円（２.３％）増）、経常収益は１兆８,５１６億円（対前年度比４０９億円

（２.３％）増）となりました。 

 一方、費用面では、電気事業において、対前年度比で減価償却費は減少したものの、燃料

価格の高騰などにより燃料費や購入電力料が増加したことなどから、経常費用は     

１兆８,９４７億円（対前年度比１,２２５億円（６.９％）増）となりました。 

 以上の結果、経常損益は４３１億円の損失、当期純損益は３１７億円の損失となりました。 

 

○当社の販売電力量について 

 当社の販売電力量は、世界経済の急激な悪化や円高による減産の影響により大口電力需要

が大幅に減少したことに加え、前年よりも春先および冬の気温が高く、夏の気温が低めに推

移したため冷暖房需要が減少したことなどから、８１１億ｋＷｈ（前年度比３.５％減）と

なり、７年ぶりに前年度を下回る実績となりました。 

 

２．平成２１年度業績予想について（別紙２参照） 

連結業績予想における売上高は、当社において、燃料費調整額による電灯・電力料の減少

などから、第２四半期連結累計期間では８,４００億円程度（対前年同期比４.９％減）、通期

では１兆７,２００億円程度（対前年度比６.７％減）となる見通しであります。 

 一方、費用については、燃料価格の低下による燃料費や購入電力料の減少、さらには修繕

費の減少などにより、前年度に比べ大幅に減少するものと見込まれます。 

 この結果、経常利益は、第２四半期連結累計期間で２９０億円程度、通期では６００億円

程度となる見通しであります。 

以 上 


